






























第 5 章では、前章までの 3 ノズルのマイクロ化学ペンを更に安定化、高度化するため 4 ノ
ズルのマイクロ化学ペンを作成した。3 ノズルのペンでは描画領域が極めて小さいものの、
支配的なパラメータが多く、均一な描画が難しかった。そこで 4 つのノズル中心を正方形
の各頂点に配置し、対角線上の 2 つのノズルから試薬吐出を、別の対角線上の 2 つのノズ
ルから試薬及び溶液の吸引を行った。これにより描画領域は極めて均一な直線状となり、
再現性の高い描画が可能となった。 
第 6 章は本論文の結論である。本研究の新規原理とその結果について要約し、将来の展
望、多くの適用範囲について述べている。 
 
本論文は新規マイクロ化学ペンの設計と作製、及び基礎的パラメータの検討と原理検証、
更にはその応用に至る研究を行い、極めて優れた成果を上げることができた。開発したマ
イクロ化学ペンは化学分野ばかりでなく、物理、生物、機械工学、医学・薬学分野等幅広
い分野への応用も期待され、極めて大きな波及効果が期待される。 
本論文は博士(工学)に十分値するものと判断される。 
